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1――はじめに 

 

従業員のワークエンゲージメントを高めることは、職場に活気をもたらし、従業員が生産性高く働

くために効果的であると考えられている。ワークエンゲージメントは、仕事に関連するポジティブで

充実した心理状態として、「仕事から活力を得ていきいきとしている」（活力）、「仕事に誇りとやりが

いを感じている」（熱意）、「仕事に熱心に取り組んでいる」（没頭）の３つが揃った状態として定義さ

れる1。 

ワークエンゲージメントを向上するために、例えば、それぞれの従業員の役割の明確化や業務評価

のフィードバック、職務権限の適切な付与、上司のサポート等が行われているが、どういった取組み

やサポートでワークエンゲージメントが向上しているか、また 3つの状態のどこに効果的であるかに

ついて、あまり議論されていないのではないだろうか。今後、効果的に取り組みを実施するために

は、どういった取り組みがワークエンゲージメントのどういった状態を向上するのか知っておく必要

があると思われる。 

そこで本稿では、ニッセイ基礎研究所が行ったアンケート調査の結果を使って、どういった項目

が、活力、熱意、没頭のそれぞれに影響があるのかを確認した。 

 

 

2――分析方法 

 

1｜使用したデータと分析内容 

本稿で使用するデータは、ニッセイ基礎研究所が 2019年 3月から毎年実施している「被用者の働

き方と健康に関する調査」の 2022年調査の結果である。調査はインターネットで 2022年 3月に実施

 
1  厚生労働省「令和元年版労働経済の分析」等。オランダのシャウフェリらが提唱した概念。 
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した。対象は、全国の 18～64歳の被用者（公務員もしくは会社に雇用されている人）の男女で、回

収件数は 5,653件である。全国 6地区、性別、年齢階層別（10歳ごと）の分布を、2020年の国勢調

査の分布に合わせて収集した。 

本稿では、ワークエンゲージメントを測る変数を被説明変数、ワークエンゲージメントに関連する

と考えられる従業員の裁量を測る変数と、職場環境等の変数を説明変数として重回帰分析を行った。

変数の概要は以下のとおりである。 

 

 

2｜使用した変数の概要 

(1) ワークエンゲージメントを測る変数 

ワークエンゲージメントの測定方法は、いくつか提案されている2が、本稿では、ニッセイ基礎研

究所が定期的に実施している「被用者の働き方と健康に関する調査」で継続的に尋ねている「（1）仕

事をしていると活力がみなぎる気がする（活力）」「（2）仕事にのめり込んでいる・夢中になってしま

う（没頭）」「（3）職場での自分の役割に誇りを感じる（誇り）」という 3つの質問を使い、「あてはま

る」～「あてはまらない」に対して順に 5～1点を配点した。また、3つの質問の合計点を「（4）ワ

ークエンゲージメント得点」とした。 

 

 

(2) ワークエンゲージメントに関連するその他の変数 

個々の従業員の業務上の裁量を測る質問として「自分のペースで仕事ができる」「自分で仕事の順

番・やり方を決めることができる」「職場の仕事の方針に自分の意見を反映できる」「自分の技術や知

識を仕事で使うことが少ない」を、従業員の仕事に対する考え方として「人から感謝される仕事がし

たい」「会社や同僚の役に立ちたい」を、職場環境として「上司のサポート（「上司と気軽に話せる」

「上司を頼りにできる」「上司は話をきいてくれる」の平均）、「自分が使えるキャリアアップのため

の研修や制度が整っている」「勤務先は、「従業員の健康増進」についての取り組みが熱心な方であ

る」を、職場における従業員の業績評価として「公平な業績評価」（「男女に関係なく、業績で公平に

評価されている」「年齢に関係なく業績で公平に評価されている」の平均）を使い、これらの変数と

ワークエンゲージメントに関する変数との関係をみた。 

さらに、職場が関与することが難しい可能性があるものの、従業員の家庭における満足度も関連す

ると考えられることから、「家庭生活に満足だ」も変数として投入した。 

その他、回帰分析においては、性、年齢、居住する都道府県、職業、仕事の内容、職場歴（職場に

来て何年目か）、本人の年収を調整した。 

主な変数の概要を表 1に示す。 

 

 
2  村松容子「 健康経営に関する取り組み効果の可視化に向けた動向～ワーク・エンゲイジメントと生産性(1)」ニッセイ基

礎研究所 保険・年金フォーカス（2022年 7月 26日）等をご参照ください。 

https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=71892?site=nlihttps://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=71892?site=nli
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表 1 主な変数の概要 

（注 1）この質問だけ、ワークエンゲージメントに対してネガティブかもしれないと予想される質問であることに注意が必要 

 

 

3――分析結果 

 

回帰結果を表 1に示す。 

有意水準 5％を基準に結果をみると、(1)～(4)いずれに対しても関係があったのは「職場の仕事の方

針に自分の意見を反映できる」「自分の技能や知識を仕事で使うことが少ない3」「会社や同僚の役に

立ちたい」「上司のサポート」「自分が使えるキャリアアップのための研修や制度が整っている」「勤

務先は、従業員の健康増進についての取り組みが熱心な方である」「業績で公平に評価されている」

だった。 

「人から感謝される仕事がしたい」は、「（1）仕事をしていると活力がみなぎる気がする」「（2）仕

事にのめり込んでいる・夢中になってしまう」「（4）ワークエンゲージメント（合計）」とは関係があ

ったが、「（3）職場での自分の役割に誇りを感じる」には有意な関係はなかったほか、「家庭生活に満

足だ」は「（1）仕事をしていると活力がみなぎる気がする」「（3）職場での自分の役割に誇りを感じ

る」「（4）ワークエンゲージメント（合計）」とは関係があったが、「（2）仕事にのめり込んでいる・

夢中になってしまう」と有意な関係はなかった。 

「自分のペースで仕事ができる」「自分で仕事の順番・やり方を決めることができる」は、4つの

指標いずれとも関係が認められなかった。 

  

 
3  係数がマイナスであるため、自分の技能や知識を仕事で使うことが多いと回答している人で、ワークエンゲージメント

が高い。 

変数 N 平均 標準偏差 最小 最大

仕事をしていると活力がみなぎる気がする（あてはまる：5点～あてはまらない：1点） 5,653 2.84 0.98 1 5

仕事にのめり込んでいる・夢中になってしまう（あてはまる：5点～あてはまらない：1点） 5,653 2.88 0.99 1 5

職場での自分の役割に誇りを感じる（あてはまる：5点～あてはまらない：1点） 5,653 2.95 0.97 1 5

ワークエンゲージメント得点（上記3つの合計） 5,653 8.67 2.58 3 15

自分のペースで仕事ができる（そうだ：4点～ちがう：1点） 5,653 2.60 0.85 1 4

自分で仕事の順番・やり方を決めることができる（そうだ：4点～ちがう：1点） 5,653 2.65 0.84 1 4

職場の仕事の方針に自分の意見を反映できる（そうだ：4点～ちがう：1点） 5,653 2.48 0.81 1 4

自分の技能や知識を仕事で使うことが少ない（そうだ：4点～ちがう：1点） 5,653 2.34 0.82 1 4

人から感謝される仕事がしたい（あてはまる：5点～あてはまらない：1点） 5,653 3.33 0.93 1 5

会社や同僚の役に立ちたい（あてはまる：5点～あてはまらない：1点） 5,653 3.26 0.93 1 5

上司のサポート（非常に4点～まったくない1点） 5,653 2.14 0.76 1 4

自分が使えるキャリアアップのための研修や制度が整っている（あてはまる：5点～あてはまらない：1点） 5,653 2.87 1.00 1 5

勤務先は、「従業員の健康増進」についての取り組みが熱心な方である（あてはまる：5点～あてはまらない：1点）5,653 2.94 0.94 1 5

業績で公平に評価されている（あてはまる：5点～あてはまらない：1点） 5,653 3.15 0.93 1 5

家庭生活に満足（満足：4点～不満足：1点） 5,653 2.74 0.85 1 4

（注１）
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表 2 重回帰分析の結果 

 
（注 1） *** p<0.01、** p<0.05 とした 

（注 2）それぞれの変数の相関で特に高いものはなく、多重共線性はないものと考えた 

（注 3）性、年齢、居住する都道府県、職業、仕事の内容、職場歴（職場に来て何年目か）、本人の年収を調整した 

（注 4）この質問だけ、ワークエンゲージメントに対してネガティブかもしれないと予想される質問であることに注意が必要 

 

4――おわりに 

 

本稿では、ニッセイ基礎研究所が行ったインターネット調査を使って、ワークエンゲージメント

（活力、没頭、誇り）と、従業員の裁量を測る変数、職場環境等の変数との関係を重回帰分析によっ

て行った。 

結果は表 2に示したとおり、自分自身の技能や知識を職場で発揮したいと考え、発揮できる環境で

あることや、それを、男女や年齢に関係なく公平に評価してもらえる環境は、活力、没頭、誇りのい

ずれにもプラスとなりうると考えられた。上司のサポートのほか、キャリアアップのための研修や制

度のほか、健康へのサポートも、活力、没頭、誇りのいずれにもプラスとなりうると考えられた。 

家庭生活への満足は、職場には関与しにくい可能性があるが、職場におけるサポートだけでなく、

従業員の家庭における生活も充実することもプラスになると思われる。なお、家庭生活に満足してい

なくても仕事に没頭できる可能性があるようだ。 

今回の結果で、「自分のペースで仕事ができる」「自分で仕事の順番・やり方を決めることができ

頑健な標準

誤差

頑健な標準

誤差

頑健な標準

誤差

頑健な標準

誤差

自分のペースで仕事ができる 0.021 0.018 0.031 0.019 0.027 0.018 0.080 0.043

自分で仕事の順番・やり方を決めることができる -0.026 0.020 -0.011 0.021 -0.023 0.020 -0.060 0.048

職場の仕事の方針に自分の意見を反映できる 0.144 *** 0.019 0.132 *** 0.021 0.169 *** 0.020 0.445 *** 0.048

自分の技能や知識を仕事で使うことが少ない -0.032 ** 0.014 -0.033 ** 0.016 -0.080 *** 0.014 -0.145 *** 0.036

人から感謝される仕事がしたい 0.043 ** 0.018 0.068 *** 0.020 0.026 0.018 0.136 *** 0.043

会社や同僚の役に立ちたい 0.157 *** 0.019 0.160 *** 0.021 0.213 *** 0.019 0.529 *** 0.047

上司のサポート 0.088 *** 0.017 0.064 *** 0.019 0.086 *** 0.017 0.238 *** 0.043

自分が使えるキャリアアップのための研修や制度が

整っている
0.206 *** 0.017 0.199 *** 0.018 0.167 *** 0.016 0.573 *** 0.041

勤務先は、「従業員の健康増進」についての取り

組みが熱心な方である
0.229 *** 0.018 0.179 *** 0.019 0.202 *** 0.018 0.610 *** 0.045

業績で公平に評価されている 0.075 *** 0.017 0.053 *** 0.018 0.093 *** 0.017 0.221 *** 0.043

家庭生活に満足だ 0.052 *** 0.014 0.020 0.016 0.063 *** 0.014 0.135 *** 0.036

観測数

決定係数 0.392

5,653

0.476

5,653

0.413

5,653

0.318

5,653

係数係数係数係数

(4)ワークエンゲージメント

（合計）

(3)職場での自分の役割に

誇りを感じる

(2)仕事にのめり込んでい

る・夢中になってしまう

(1)仕事をしていると活力が

みなぎる気がする

（注4）
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る」は、活力、没頭、誇りの各状態とは関係がなかった。自分のペースで仕事をしたり、自分でやり

方を決めることは、相談のタイミングがなかったり、相談相手がいない状況も含むと考えられ、仕事

の内容によっては難しく、従業員に不安をもたらすのかもしれない。仕事の内容によってもとらえ方

が異なる可能性がある。 

 

 

 

 


